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●
侍
馴
の
金
木
町
立
老
人
柵
祉

セ
ン
タ
ー
は
、
十
川
一
Ⅲ
開
会

の
第
灯
十
八
川
町
縦
会
臨
時
会

で
Ⅸ
猟
契
約
が
可
決
さ
れ
、
皿

蛎
が
満
Ｋ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
総
工
蛮

一
他
四
Ｆ
″
円
、
建
築
而
欄
九

両
八
十
山
平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄

什
造
・
・
階
雌
て
で
、
川
ｎ
審
の

川
原
の
東
側
に
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。 い

よ
い
よ
着
工

町
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ｌ
完
成
は
来
年
三
月
Ｉ

巾
に
は
、
面
十
五
帖
間
の
大

広
間
や
温
泉
利
川
の
浴
場
、
図

井
室
、
機
能
川
復
訓
練
室
、
ま

た
姓
活
や
健
康
の
杣
談
に
応
じ

る
机
談
室
が
あ
り
ま
す
。

工
収
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
の
で
、
来
年
翼
川
い
っ
ぱ
い

で
完
成
し
、
山
川
か
ら
は
み
な

さ
ん
が
利
川
で
き
る
こ
と
で
し

よ
》
つ
◎

(鍬入れを行う金木町長）
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金…木……だ腿腿…よ…り

九
月
八
日
に
開
会
し
た
九
月

定
例
町
淡
会
で
、
昭
和
五
十
三

年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

決
算
が
承
隠
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五
十
三
年
度
の
一
般
会
帥
決
算
額
は
、
歳
入
・
一
十
八
億
八
千
三

両
七
十
六
万
五
千
二
両
六
十
六
円
、
歳
川
・
一
十
二
億
九
千
八
両
し

十
万
七
千
Ｗ
円
で
兼
引
一
億
八
千
八
ｎ
両
万
八
千
二
両
六
十
二
円

の
無
宇
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
決
算
瀬
は
、
五
十
二
年
度
に
比
べ
、
歳
入
で
三
十

山
・
二
％
、
歳
出
で
三
十
七
・
九
％
伸
び
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

一
億
八
千
八
百
万
円
の
黒
字

●

llll.ll&1人に

使われたお金

162,973111

司 「

〈
歳
入
〉

川
の
財
政
蛎
怖
に
よ
り

配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税

は
、
全
体
の
二
十
七
・
五

％
を
占
め
、
九
他
七
千
五

十
七
〃
円
で
し
た
。

股
業
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
町
桝
仇
宅
な

ど
、
町
の
聯
業
に
川
や
鼎

が
袖
助
金
や
負
机
金
を
助

成
す
る
川
叩
支
川
金
や
叫

支
出
金
も
二
十
六
％
を
占

め
、
六
億
Ｌ
Ｆ
″
川
で
し

た
。

力
、
向
脱
財
淋
で
あ

る
町
税
は
卜
一
・
八
％
の

兵
億
九
千
八
、
〃
川
よ
り

な
く
、
川
概
の
ユ
剛
、
論

に
は
ほ
ど
速
い
感
じ
で
す
。

｜
割
自
治
の
金
木
町

●
,肌,銚’

22.28111

4 一L｜

①
い
よ
い
よ
詰
め
の
段
階
に
入
り
、
今
後
地
価

の
鑑
定
が
行
わ
れ
る
が
、
一
川
も
早
く
弘
大
農

学
部
川
地
（
三
十
九
町
歩
）
返
還
跡
に
、
金
木

中
学
校
移
転
新
築
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
、
野
球
場
、

町
民
憩
の
場
、
連
動
公
刷
を
造
成
し
た
い
。
南

巾
グ
ラ
ン
ド
の
拡
張
は
終
了
し
た
が
、
Ｍ
校
舎

の
老
朽
化
も
甚
だ
し
い
・

②
蒔
川
小
学
校
の
廃
校
後
に
は
誘
致
企
業
、
職

業
訓
練
所
（
移
転
）
、
学
侭
民
に
一
部
開
放
、

の
方
向
で
進
み
た
い
。
し
か
し
卵
子
雁
川
型
優

秀
企
業
が
な
か
な
か
兇
つ
か
ら
な
い
。

③
川
倉
小
学
校
に
だ
け
紬
食
施
股
が
な
く
、
学

Ⅸ
雌
の
意
向
を
聞
き
、
来
年
度
の
噸
点
聯
項
と

致
し
た
い
。

④
第
：
保
育
所
（
既
瀬
）
の
移
転
新
築
が
急
が

れ
る
。
ま
た
金
木
老
人
ホ
ー
ム
の
新
築
、
若
松

町
や
山
道
町
・
洲
兇
町
の
蝶
会
場
建
設
の
要
望

も
強
い
。

⑤
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
の
川
地
拡
張
（
向
い
山
と
そ

の
下
、
〃
、
一
・
○
○
平
方
米
。
間
収
独
予
算
化

済
み
）
を
降
啼
時
ま
で
に
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・

フ
ィ
ー
ル
ド
に
杣
物
剛
併
投
員
ｒ
〃
川
予
算

化
済
み
）
を
川
存
ま
で
に
、
行
政
無
線
放
送
は

三
川
一
杯
で
光
成
。

⑥
本
年
は
消
防
将
の
穆
岻
新
築
が
・
濟
決
を
埴
ね
、

不
調
に
終
了
し
た
が
、
消
防
料
と
商
旺
会
節
の

ず

（2）
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その他

5.1.15ﾉﾉ9.9261リ

2．2％特 別会計
・霊園事業特別会計

歳入632万2,091円
歳出538万4,498円
差引93万7,593円

・国民健康保険特別会計

(事業勘定）
歳入6"6,913万7,456円

歳1116fi544万6,996円
差引6,3697j46011]

・水道事業特別会計
(収益）
歳入2"1,0757j5,3911リ

歳lll2"1807j4,1211'」

差引895ﾉJ.1,2701!」

(資本）

歳入2,499"4,0281~I」

歳lll3,048"6,18411｣
差引-549万2,156円

（54畔度より袖てん）

●

り
《
・
』

唖
Ｌ
ｑ
》

？
』
ワ
』

列
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９

“
１
６
』

１
１ 」

{､融

l瞳3帥ﾉj8｢ドリ
4.3％

111t榊に使われた

お金

620,000II1

〈
歳
出
〉

各
椰
建
設
聯
業
な
ど
の

投
資
的
経
蛮
は
九
億
六
千

九
百
七
十
七
万
一
千
円
で

四
十
・
五
％
を
占
め
て
お

り
、
五
十
二
年
度
の
二
十

八
・
八
％
に
比
べ
、
大
き

な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
人
件
独
は
五
値
六

千
五
百
・
一
十
〃
川
で
二
十

三
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

五
十
二
年
度
の
二
十
九
％

よ
り
（
・
山
％
も
削
介
い

が
減
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
は
五
％
縮
少

●

新
築
は
丸
川
で
は
必
弧
で
あ
り
、
来
年
度
の
飯

点
蛎
項
と
致
し
た
い
。

⑦
金
木
病
院
の
新
築
に
つ
い
て
は
、
あ
と
残
り

三
行
の
川
地
間
収
が
難
航
中
。

⑧
公
剛
に
三
川
一
杯
で
つ
り
橘
光
成
。
あ
と
は

遊
歩
道
を
定
成
さ
せ
、
一
川
も
早
く
饗
の
川
原

と
結
ば
れ
た
雄
人
な
ス
ケ
ー
ル
の
芦
野
公
剛
と

し
た
い
。
十
川
・
一
十
川
川
、
剛
内
川
仇
荷
の
立

ち
退
き
先
の
決
定
を
み
た
の
で
、
早
急
に
全
員

の
訴
訟
を
取
り
下
げ
た
い
。

⑨
「
満
野
火
橘
」
完
成
し
、
観
光
饗
の
川
原
に

と
っ
て
、
ゴ
ミ
楡
場
が
支
障
。
新
し
い
移
蛎
先

き
の
候
補
地
が
あ
っ
た
ら
御
連
絡
下
さ
い
。

⑩
黍
の
川
腺
の
兄
峅
ら
し
台
に
温
泉
つ
き
の
荊

祉
セ
ン
タ
ー
が
三
川
一
杯
で
光
成
。
祭
り
の
川

は
沢
山
の
町
外
群
が
油
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

一
方
「
金
木
ば
ん
え
い
競
賜
」
が
附
雌
さ
れ
る

晩
は
又
一
段
と
町
内
は
賑
う
。
つ
い
て
は
、
「

金
木
～
箭
森
道
路
」
の
完
全
舗
装
化
が
急
が
れ

る
。

⑪
来
年
度
中
に
、
予
算
九
向
八
十
七
″
円
を
以

っ
て
、
蹄
切
四
カ
所
に
遮
断
機
が
設
樋
さ
れ
る
。

場
所
は
金
木
小
学
校
下
、
火
葬
場
通
り
、
又
一
製

材
所
通
り
、
貯
木
場
通
り
の
各
蹄
切
。

⑫
九
川
決
算
議
会
で
、
》
」
の
た
び
も
当
町
は
膨

大
な
黒
字
を
計
上
し
た
が
、
こ
の
上
は
、
明
春

大
掛
り
な
道
路
舗
装
を
実
施
し
た
い
。

ﾉ

（3）
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金…木…だ翼翼翼…よ…り

灯
油
の
木
幡
的
な
柵
喫
期
を

迎
え
、
大
蛎
な
価
上
げ
が
口
立

県
消
曲
流
迦
課
の
洲
べ
に
よ

れ
ば
、
十
月
ｋ
旬
で
灯
油
十
八

リ
ッ
ト
ル
の
配
達
付
き
の
小
売

っ
て
い
ま
す
。

き
び
し
い
監
視
を
／
・

在
庫
は
た
っ
ぷ
り

な
ぜ
か
品
不
足
・
大
幅
値
上
げ

民生用灯油の流通

元売会社（13社）

価
絡
が
千
画
・
子
八
円
と
、
前

年
Ｍ
時
期
（
六
両
七
十
八
円
）

に
比
戦
し
て
六
十
八
％
の
仙
上

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

消
岱
行
か
ら
肺
不
足
に
よ
る
業●

荷
に
対
す
る
不
油
が
統
川
し
ま

す
。
新
聞
紙
ｋ
に
よ
る
と
、
他

眼
の
例
で
す
が
、
「
ガ
ソ
リ
ン

や
米
、
洗
剤
な
ど
と
抱
き
合
わ

せ
で
な
い
と
光
ら
れ
な
い
」
「

十
八
リ
ッ
ト
ル
千
八
Ｗ
Ⅲ
な
ら

い
く
ら
で
も
光
っ
て
や
る
」
と

い
う
販
光
業
荷
の
商
盗
勢
に
よ

る
消
凹
荷
か
ら
の
神
帖
が
で
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
迪
産
術
資
抑
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
で
は
、
「
灯
汕
は
在

応
も
た
っ
ぷ
り
あ
り
、
今
後
陳

回中致字【1民生用灯,由畠鼠色の各ｽﾃ･〃プモ

それそれ'00％とし『二

全国石,由耐要岨合迎合会.黄糾による

１
２

１厄日１Ｉ

あ
り
、
今
後
陳

汕
の
大
朏
価
上

げ
が
な
い
限
り

ほ
ぼ
今
川
並
み

の
価
絡
に
落
ち

つ
き
そ
う
だ
」

と
み
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

在
噸
が
た
っ
ぷ

り
あ
る
の
に
、

な
ぜ
砧
不
足
が

生
じ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

以
消
曲
流
通

裸
の
砧
で
は
、

小
光
業
荷
か
ら

「
灯
油
が
品
不

足
で
思
う
よ
う

に
入
っ
て
こ
な

い
。
な
ん
と
か

で
き
な
い
か
。
」

金
木
町
迎
合
婦
人
会
で
は
、

八
川
二
十
派
・
二
十
六
の
両
Ｈ

↑
・
戸
梛
新
郷
村
迷
ヶ
平
キ
ャ
ン

・
フ
場
に
．
一
十
四
名
が
参
加
し
て

キ
ャ
ン
プ
活
動
研
修
会
が
開
樅

さ
れ
ま
し
た
。

と
の
神
怖
が
あ
る
と
の
こ
と
で

一
◎

す

そ
れ
で
は
灯
油
は
ど
こ
に
眠

っ
て
い
る
の
か
？

図
は
灯
油
流
辿
の
堆
本
的
な

（
楽
し
い
集
い
の
一
コ
マ
）

〃
今
後
の
活
動
に
期
待
〃

第
五
回
キ
ャ
ン
プ
活
動

研
修
会
開
か
れ
る

●
こ
れ
は
迎
合
婦
人
会
の
一
大

継
続
辨
業
の
ひ
と
つ
で
、
テ
ン

ト
を
張
っ
て
の
惟
活
の
中
で
、

炊
慨
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

討
談
群
を
通
し
て
親
峠
を
い
っ

そ
う
Ｍ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ふ
つ
う
キ
ャ
ン
プ
と
い
え
ば

特
定
の
人
に
限
ら
れ
て
し
ま
う

も
の
で
す
が
、
川
蠅
人
公
で
は

会
幽
に
呼
び
か
け
、
得
恥
位
か

ら
の
代
表
制
に
よ
っ
て
迎
尚
し

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

・
一
十
八
川
は
キ
ャ
ン
プ
場
に

午
前
Ｉ
一
時
到
満
。
班
細
成
の

あ
と
、
テ
ン
ト
の
投
桝
に
か
か

っ
た
が
、
さ
す
が
に
お
か
あ
さ

ん
方
だ
け
あ
っ
て
脱
明
辿
り
手

際
よ
く
組
み
立
て
て
い
ま
し
た
。

午
後
一
時
半
。
開
会
式
後
、

花
川
光
樅
‐
（
金
小
）
の
奏
で
る

経
路
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
本

格
的
な
柵
饗
時
期
を
迎
え
、
こ

れ
ら
の
柴
什
に
よ
る
不
洲
な
固

い
占
め
、
光
り
惜
し
み
、
ま
た

便
乗
仙
上
げ
が
な
い
よ
う
厳
し

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
合
わ
せ
ゞ

歌
、
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
等
を
行

い
、
夜
は
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
原
生

林
の
巾
で
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
Ⅷ
ん
で
の
レ
ク
。
ま
た

各
テ
ン
ト
で
は
反
省
会
が
深
夜

に
及
ぶ
ほ
ど
活
発
に
話
し
合
い

が
も
た
れ
ま
し
た
。

二
Ⅲ
Ｈ
は
朝
の
集
い
、
体
操

で
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
、

午
前
中
は
「
歌
と
ダ
ン
ス
」
「

焼
板
正
作
」
を
学
び
、
午
後
、

テ
ン
ト
を
撤
収
し
楽
し
い
二
川

間
の
Ⅲ
腱
を
終
え
ま
し
た
。

州
崎
虫
子
連
合
姉
人
会
長
は

「
初
め
て
の
参
加
荷
が
大
多
数

で
あ
っ
た
が
、
美
し
い
口
然
の

ド
で
協
力
し
あ
い
楽
し
い
生
涌

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
今
川
の

研
修
の
成
果
を
今
後
の
活
動
に

期
待
し
て
い
る
。
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

い
Ⅱ
で
監
視
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
の
苦
情
等
は
蠅
消
蜜
流

通
裸
、
屯
○
一
七
七
’
二
二
－

二
二
）
又
は
金
木
町
役
場

企
阿
室
へ
ど
う
ぞ
。

’
（4）

最終需要家（2’200万世帯）

特約 店

(24‘900店）

§
兇

薪炭 問屋

(2.400店）

薪炭'j,売店等

(70,000店）
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（3保まつ組のみなさん）

（4保いちょう組のみなさん）

蕊
(1保さくら紺のみなさん）
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真
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ト
レ
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行
わ
れ
た
バ
レ
ー
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一
参
別
荷
で
帳
況
を
兇
せ
て
い
ま
し
た
。

ｌ
ル
入
会

卜
川
の
体
汀
の
川
、
町
内
各
地
で
行
わ
れ

た
第
一
川
金
木
町
総
合
体
育
大
会
。
多
数
の
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●このほど、金木町n本赤1字奉仕団による

1I1道、県道の清掃奉仕が行われました。参

力ll荷は、州1馬京子Mll委曲長ほか14名と、民

ﾉ|課職貝の計23椚でした。
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十
三
、
十
川
の
間
Ⅲ
行
わ
れ
た
金
木
地
侭

少
年
防
犯
野
球
入
会
。
曲
熱
し
た
プ
レ
イ
を

兇
せ
た
金
木
勢
だ
が
、
残
念
な
が
ら
優
勝
は

小
中
と
も
小
唄
に
持
っ
て
い
か
れ
た
。
（
写

真
は
蒔
川
小
対
薄
巾
小
）

↑
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助産費を8万に引上げ
『
五
“
丘ヨニ』

国民健服保険で支給している助産

岱は6万円ですが、12月1日から2

万堀額して、8万円を支給すること

になりました。

少ない掛金で大きな安心を
事故見舞金制度にご加入下さい
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鉱
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|甥
--、●屍

111‐
lll稼先で'II故にあったり、宙守宅が火災にあ

たとき兇辨金を給付するilil股を役場で行って才号

ります。lll嫁ぎへ行く方は必ず役場へ1111けて、

制度に加入して下さい。（町民裸で行っており

ます｡）

何
雄
）
蒋
良
巾●

ご存じですか？

＝ 建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 ＝
－ご結婚‐

おめでとう
雌投業の現場で働く人の幸せのために、雇主

が加入し掛金を出し合って退職金を支給する制

度です。適川を受けていない作業貝は噸業主に

おふれ下さい。（詳しくは、IIf森市安方建設業

退職金共済組合青森支部へどうぞ｡）
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（
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コ
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（
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沸
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服
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金
水

秋
の
陽
は
、
つ
る
べ
落
し
と

い
い
ま
す
が
、
お
彼
岸
を
過
ぎ

た
こ
ろ
か
ら
、
急
に
Ｈ
が
短
く

な
り
ま
す
。
天
気
の
よ
い
、
中

は
、
ま
だ
気
洲
も
商
く
、
ｎ
射

し
は
川
に
し
み
る
よ
う
に
兇
え

澱
み
き
っ
た
大
気
に
咲
い
た
秋

菊
は
、
夏
菊
と
ち
が
っ
て
姿
も

し
ま
っ
て
一
段
と
深
い
色
と
に

お
い
を
放
ち
ま
す
。

今
年
も
、
卜
・
川
璽
Ⅱ
と
山

川
の
・
一
Ⅱ
間
、
鋪
八
Ｍ
町
腿
文

化
祭
が
附
惟
さ
れ
ま
す
。
川
を

砿
ね
る
ご
と
に
朧
況
に
な
っ
て

い
く
こ
の
文
化
祭
、
今
年
も
い

ろ
い
ろ
な
展
示
Ｍ
や
学
芸
が
準

備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

収
稚
を
終
え
た
腱
家
の
み
な
さ

ん
、
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か
け
て

は
？収

櫻
と
い
え
ば
必
ず
出
て
く

る
の
が
わ
ら
焼
公
杵
の
蝿
。
先

川
末
に
オ
ー
●
フ
ン
し
た
東
北
、

勅
小
道
で
も
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

で
対
処
す
る
と
か
。
今
や
津
梶

平
岬
の
一
人
名
物
と
な
っ
た
感
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集
後
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